異状天候続きの昨今でしたが、ようやく桜の開花の季節となりました。
御尊家様にはますます御清祥のことと拝察致します。
さて、私 事　　月　　日付けをもって○○合名会社を退社致しました。
思えば　　　年前の今日入社致しまして以来、○○会長・社長初め多くの先輩・同僚・部下、そして業界の先輩、知己・友人の方々の御指導と御援助により、今日迄大過なくすごさせていただきました。住みなれた会社を離れるのはまことに忍び難く辛いことではありますが、このたび感ずるところあり突然ではありますが退社を決意した次第でございます。
今日まで私を育てて下さった会長・社長の慰留をもお断りした我儘な身勝手者ですが、私も不惑の齢ともなり、この辺で自分に忠実な生き方をしたいと思ったからでございます。一度裸になり自分自身を振り返ってみたいと思っております。未だ今後のことは何も決まっておりませんが、この際一度断崖に立って、ただがむしゃらに、夢中で仕事に没頭していた過去の自分を見つめてみるつもりでございます。





しばらくの間、疲れた心身を休めた上でもう一度再起する所存でございますが、今後ともなにとぞ旧に倍して御指導御鞭撻をお願い申しあげます。
本来ならば、拝趨の上今日までの御厚誼の御礼を申しあぐべきでございますが、とりあえず書状にて失礼させていただきます。

　　　　年　月　日

○ ○ ○ ○
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